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北九州市のＨＩＶ感染者数・エイズ患者報告者数
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改正のポイントと内容

〇HIV・エイズ対策における基本的人権の更なる尊重

〇個別施策層のHIV感染症に係る実態把握等の継続・強化

〇複合的な対策による予防、検査・相談体制の強化

〇長期療養を見据えた医療体制の整備



HIV・エイズ対策における基本的人権の更なる尊重

〇感染症対策研修会におけるHIVプログラムの追加

年に一度開催される本研修では、高齢者施設等の従事者向けに
感染症に関する研修会を実施している。令和６年度から、HIVに
関する講義を追加し、正しい知識の理解を促進している。

開催：令和６年８月２４日
令和７年１０月１８日

対象：高齢者施設関係職員



個別施策層のHIV感染症に係る実態把握等の継続・強化

〇各方面への予防啓発の実施

MSM：NPO法人と協力し、市内の同性愛者が集うバー等への
         啓発を強化

セックスワーカー：市内性風俗産業への啓発物の送付

トランスおよび性別の多様な人々

薬物を注射する人々 今後の課題

刑務所やその他の閉鎖的な環境にいる人々



★男性同性愛者向け予防啓発ワークショップおよびアウトリーチ

男性同性愛者向けエイズ予防啓発事業（委託）

市内でのワークショップ
MSMの方が集まるバー等へ
啓発資料やコンドームの配布



エイズデーにおける啓発活動（R７年度）

<活動内容>

★WEB広告（Instagramリール）

★ノベルティ配布による啓発

★モノレール駅ポスター掲示

★小倉駅センタービジョン動画投影

★HIV即日検査・梅毒抗体検査

（12月７日（日）9～11時）



複合的な対策による予防、検査・相談体制の強化

〇検査体制の強化

郵送検査の試行的実施

2/6～3/10の約１か月間

北九州市民限定

上限３０件
（上限に達したため、現在受付終了）



【通常検査】

【即日検査】

北九州市のＨＩＶ検査について

検査場所 受付曜日 受付時間

八幡西区役所 隔週水曜日 ９時～１１時

検査場所 受付曜日 受付時間

保健所 第１月曜日 １７時～１９時
定員
２５名

※6/1・12/7は休日検査を実施。

定員
２0名



・エイズ・ＨＩＶ感染に対する理解の促進と

感染拡大の防止を抑制するための効果的な啓発

・検査数の回復

（情報発信方法や相談・検査体制の見直し）

・陽性者への支援、現状把握、病院との連携

・郵送検査の次年度に向けた検討

課題
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